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●海況情報 

○ 6月以降、急潮により網締め等に支障をきたすことがありましたが、長井町漁協や横須賀市大楠漁協

の大型定置網にはサワラが多く入っています。多い日には1日当たり5～10ｔの漁があり、魚価が良

いことから稼ぎ頭となっています。水温上昇と定置網全体の漁獲量の減少が著しい中で、サワラはカマ

スやトラフグ等と同様に西から来遊する魚なので、今後の漁にも期待したい魚種の一つです。 

 

刺身でも焼いても旨い鰆 

 

●浜 の 話 題  

○ 6月下旬から7月上旬にかけて、県水産技術センターは4月中旬の孵化から約2か月半育てたトラ

フグ種苗を東京湾及び相模湾に放流しました。横浜ベイサイドマリーナ（横浜市金沢区）に18,600

尾、走水海岸（横須賀市走水）で32,900尾、鴨居漁港（横須賀市鴨居）で20,200尾、北下浦漁港

（横須賀市長沢）で12,900尾、井尻漁港（横須賀市長井）で16,200尾、合わせて100,800尾を

放流しました。今後も神奈川県の漁師さんが１尾多くのトラフグが獲れるように、資源の増大に向けた

取り組みに努めてまいります。 

 

 

 

 

 

トラフグ種苗（全長36～55㎜） 

○ 6月18日、長井町漁協潜水部会所属漁業者14名は、磯焼け対策の一環で、ウニ駆除を実施し、当

日は1人当たり200～300個駆除しました（ガンガゼとムラサキウニの比率は4：6）。地区によっ

てはアラメやカジメの回復が確認されたそうです。 



 

長井町漁協潜水部会のメンバー    磯根に分布するウニ類（画像はムラサキウニ） 

 

〇 ７月１日、平塚市漁協はヒラメ種苗５,０００尾（全長60㎜）の放流を行い、平塚市立港小学校５年

生１５０名が放流を体験しました。小学生は(公財)神奈川県栽培漁業協会の今井専務理事から栽培漁業

の話を熱心に聞いて、メモを取ったり、質問していました。また同日大磯二宮漁協と(公財)相模湾水産

振興事業団が１１,４００尾、3日に江の島片瀬漁協が２０,７００尾のヒラメを放流しました。 

 

ヒラメ種苗         種苗放流体験      漁業者による種苗放流 

 

○ 7月2日、横須賀市大楠漁協青年部会長 梶谷青年漁業士（武丸）は、かながわブランド「佐島の

地だこ」について朝日新聞から取材を受けました。当日は実際のタコ壺漁で良い型の地だこを獲り、同

紙の7月4日の紙面に掲載されました。 

  

横須賀市大楠漁協青年部の「佐島の地だこ」と PRポップ 

 



○ 7月３日、５日、６日、鎌倉漁協の漁業研究会所属漁業者がハマグリ分布調査を実施しました。1人

当たり2時間で2～3㎏、1日当たりで3～10㎏を採捕しました。7日の朝市で「鎌倉の地はまぐ

り」として販売したところ、来場者に人気ですぐに完売したとのことです。 

 

〇 7月5日、小田原市漁協青年部は農産物残渣（キャベツ、ミカンの皮）を餌として3ヶ月間養殖した

ムラサキウニ400個を、小田原近隣に展開するスーパー・ヤオマサと小田原地魚大作戦協議会および

早川みなと商店会に加入する店舗に出荷しました。県内で初めて小売り販売に成功したことになり、来

年度は品質向上のための改善を行いながら、取組を継続していくそうです。 

 

スーパー・ヤオマサで販売された蓄養ウニ 

 

○ 7月６日、(一社)全国漁業就業者確保育成センターによる漁業就業支援フェア2019が池袋サンシャ

インシティで開催されました。全国の水産行政、漁業関係者がブースを設けて、来場者に地元漁業への

就業案内をしていました。本県からは県水産課、県漁業協同組合連合会、県漁業士会が参加し、本県漁

業の特徴や県内の求人情報を説明しました。また、湘南定置、福浦定置が求人のため参加しました。本

県のブースは人気で多くの来場者が来訪したので、就業に繋がることが期待されます。 

○ 7月9日、長井と大楠地区でヒラメ（全長60㎜）の種苗放流が行われました。長井では(一財)横須

賀市西部水産振興事業団が4,000尾、(公財)栽培漁業協会が1万尾、長井町漁協が7,000尾を放流

しました。その内7000尾は長井小学校3年生50名が、協会の今井専務理事からヒラメの栽培漁業

の説明を受けた後、放流しました。また、大楠では事業団が4,000尾、協会が5,000尾、横須賀市

大楠漁協が2,700尾を放流しました。 

○ 7月11日、腰越漁協と(公財)相模湾水産振興事業団は、マコガレイ種苗5,000尾（全長50㎜）を

放流しました。同漁協所属若手漁業者3名が放流効果を高めるために放流適地である砂地に放流しま

した。 

〇 7月17日、腰越漁協漁業研究会はハマグリ分布調査を実施し、4.45㎏55個を採捕しました。18

日の朝市で「腰越の地はまぐり」として販売したところ人気が高く完売したそうです。 



 

調査の様子 

○ 7月23日、三和漁協上宮田支所とみうら漁協金田湾販売所に所属するワカメ種苗生産漁業者のワカ

メ種苗（配偶子が付着した種糸）の生育状況を検査しました。いずれも状況が良好な配偶体が確認でき

ました。明るめの種苗育成小屋では、稀にワカメの芽胞体が見られたので、ワカメの成長を止め夏眠さ

せるため、小屋内を暗く保ち、風通しを良くして水温の上昇を抑えるよう指導しました。 

  

金田湾地区のワカメ種苗育成水槽    遮光幕で明るさを調整する漁業者 

 

○ 7月24日、長井町漁協に所属するワカメ種苗生産漁業者のワカメ種苗の生育状況を検査しました。

配偶体の他、2～4列の芽胞体も稀に見られたので、夏眠させるため種苗育成小屋内を更に暗くし、風

通しを良くすることを指導しました。 

  

ワカメ種苗の顕微鏡画像（50倍）      配偶体主体で稀に芽胞体も確認（赤丸部分） 

 

○ 7月26日、海と日本PROJECT inかながわ実行委員会の主催で、葉山町漁協で相模湾の海としら



す漁について学ぶイベントが開催され、小学5・6年生20名が参加しました。同漁協で「相模湾の海

の特徴と湘南しらす」について普及員の説明を聞いた後、同漁協所属 ゆうしげ丸 矢嶋指導漁業士の

協力の下、しらす漁を見学し、浜で茹で立ての釜揚げしらすを味わいました。参加した小学生たちは湘

南しらすのおいしさに感動していました。 

  

 

当日の様子 釜揚げしらすのおいしさに小学生も大絶賛でした 

 

〇 7月27日、テレビ東京の「出没！アド街ック天国」の葉山特集で、葉山町漁協所属 ゆうしげ丸 

矢嶋漁業士のしらす漁と直営の料理店「勇しげ」が11位に、6位には同漁協所属漁業者が刺網やタコ

かご漁を営んでいる真名瀬漁港がランクインしました。活イセエビやサザエ、地だこ等を直売している

朝市（第2土曜、9〜11時 同漁港入口広場で開催）についても紹介されました。 

「出没！アド街ック天国」ホームページ https://www.tv-tokyo.co.jp/adomachi/backnumber/20190727/ 

 

https://www.tv-tokyo.co.jp/adomachi/backnumber/20190727/

